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本日のゴール

それぞれの学生が成功できるために、学びのユニ
バーサルデザイン（UDL)がどのように役に立つ
のかを理解し、実践を具体的にイメージできる。

理由：
多様な学生のそれぞれが必要な知識やスキ
ルを身につけて社会に出られるようにする
のが大学の使命であり、それを可能にする

近道がUDLだから。



まず、合理的配慮から考えてみましょう



合理的配慮ーみなさんの現場では？

1. 皆さんの現場では何をどのように実施していますか？

2. それが適切であるかどうかはどう判断していますか？

3. 実施にあたって、どんな難しさや困っていることがあ
りますか？



どのように実施？



障害学生数と障害学生在籍率の推移

https://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/chosa_kenkyu/chosa/index.html 2019年1０月閲覧





障害学生への支援状況 〜授業支援〜

◦全大学の58％が支援を実施

◦座席の配置（35.2％）

◦配慮依頼文書の配布（33.0％）

◦実技・実習配慮（25.9％）

障害のある学生の修学支援に関する検討会報告（第二次まとめ 平成29年3月）



障害学生への支援状況
〜発達障害のある学生への支援状況〜

◦全大学の50.9％が支援を実施

◦配慮依頼文書の配布（20.8％）
◦学習指導（15.2％）

◦専門家によるカウンセリング（33.2％）
◦対人関係配慮（22.8％）
◦自己管理指導（19.5％）
◦居場所の確保（16.8％）

障害のある学生の修学支援に関する検討会報告（第二次まとめ 平成29年3月）



支援サービス
指導・支援

◦学習指導
◦専門家によるカウンセリ
ング
◦対人関係配慮
◦自己管理指導

合理的配慮
◦座席の配置
◦デバイスの使用許可
◦居場所の確保
◦手話・文字通訳
◦教材のデータ化
◦授業形態（グループワーク
等）の配慮
◦ブレイク



障害者の権利に関する条約「第二十四条 教育」

教育についての障害者の権利を認め、この
権利を差別なしに、かつ、機会の均等を基
礎として実現するため、障害者を包容する
教育制度（inclusive education 
system）等を確保することとし、その権利
の実現に当たり確保するものの一つとして、
「個人に必要とされる合理的配慮が提供さ
れること。」を位置付けている。



障害者の権利に関する条約「第二条 定義」

「合理的配慮」とは、「障害者が他の者
と平等にすべての人権及び基本的自由を
享有し、又は行使することを確保するた
めの必要かつ適当な変更及び調整であっ
て、特定の場合において必要とされるも
のであり、かつ、
均衡を失した又は過度の負担を課さない
ものをいう。」と定義されている。



このように考える・・・

合理的配慮人権保障



支援サービス
指導・支援

◦学習指導
◦専門家によるカウンセリ
ング
◦対人関係配慮
◦自己管理指導

合理的配慮
◦座席の配置
◦デバイスの使用許可
◦居場所の確保
◦手話・文字通訳
◦教材のデータ化
◦授業形態（グループワーク
等）の配慮
◦ブレイク

つまりこちらは
MUST!



米国の大学でよく利用される合理的配慮

１）物理的なバリアの除去・建物へのアクセスの保障
２）参加を可能にするための教室の環境や課題を変更

時間延長や別室受験、手話通訳、読み上げ、テストの形式変更等
３）大学のポリシーや手続きの変更

建物内での盲導犬の利用やアクセシブルな場所への変更等
４）支援機器・サービスの提供

読み上げ機能、代用キーボードやマウス、手話通訳、資料の点字化やデジタ
ル化など
５）大学生活への参加を可能にするための、学生個々のニーズに応
じた変更

アクセシブルな学生寮など
https://universitybusiness.com/accommodations-for-college-students-with-disabilities/



学生の持つ「特性」

◦身体（聴覚・視覚・肢体不自由）障害

◦神経発達症群／神経発達障害群
◦自閉スペクトラム症（規則や社会の慣習の理解、コ
ミュニケーションの課題）
◦ADHD（注意欠如・多動症）
◦限局性学習症（学習障害・LD）

◦精神障害

◦病弱・虚弱

◦その他障害ではない「特性」



合理的配慮の対象は

障害を持っている人

問題点： これをどう判断するか？



教員の協力・
意識改革



こういうガイド発行や
研修も行っています。



いたしません！



法律

義務

人権



あれ？



デバイスの使用（キーボード入力や音声入力）

どの学生には合理的配慮が提供できますか？

Bさん
（ディスレキシア）

Aさん（全
盲）

Dさん
（悪筆）

Cさん
（先週末、利き
手を骨折した）



ほかにも困っている学生はいませんか

q 外国語話者
q 家庭環境
q 通学環境

「気の毒な状況」がないとダメ？



学び方から考えてみよう

Øほかにも学習が効率よくできない場合は？

Ø単なる「不公平感」からの脱却



その都度の対応の限界

◦授業において，その都度学生のニーズに
合わせることは可能か？



授業で対応が予想されること
◦物理的な環境（ハード面）
◦教室環境
◦字幕，点字
◦資料の読み上げ，ノートテイク

◦学習方法，コンテンツ（ソフト面）
◦板書，パワーポイント
◦学習時間，課題，レポート
◦グループワーク，実習，実験、実技
◦ゼミなどの小集団での学び



今後の修学支援の課題

◦合理的配慮を下支えする授業へ
◦バリアフリー型の支援から、ユニバーサル
デザイン型の支援へ

◦環境の中で、自らの学びを調整できる学生を
育てることを目指す
◦支援を待つ学生ではなく、環境を生かして
学べる学生へ



授業のそもそもの目的は？

指導内容を
学生が

習得できること

学生が目標に向かって
学べること



合理的配慮からUDLへ

合理的配慮
（合理的人権保障）

障害のある人に学習へ
のアクセスを保障

UDL
(学びのユニバーサル

デザイン)

誰もが学習へのアクセスを
持てるように



UDL（学びのユニバーサルデザイン）

障害の有無にかかわらず、
全ての学習者の学びの伸びを助け、

学習者自身が学びのエキスパートになれるように
支援するための概念フレームワーク

Universal Design for Learning





UDL

q 学習環境に様々なオプション（代替方法）を設け
て、多様な学生の支援ニーズに応える。

q 学習環境（教師も含む）から、自分で学習方法を
選択でき、主体的に学びに向かえる学生を育てる。



UDLでは

q 学生自身が自分の学習しやすい方法で、自ら舵取りし
て（自主的な）学習を進めることを促す。

q オプションの提供
q 自分のモニタができる環境の提供
q より学びやすくなるための足場かけ的支援

（必要なときに使い、必要がなくなれば使わない）

自主的になれるための支援



取り組み

「なぜ」学ぶのか
q興味
◦学習者にとっての理由、自分との関連性、不安の軽減

q努力や頑張りの維持
◦目的、チャレンジ、仲間との協働、フィードバック

q自己調整
◦モチベーション、対処スキルや方略、自己モニタリング



提示（理解）

「何」を学ぶか
q知覚する
◦情報の提供の仕方をカスタマイズする

q言語、数式、記号を言い換える
◦別の言語や言い方で説明

q理解の促進
◦背景知識、パターン、重要事項、プロセス、転移・般化



行動と表出

「どのように」学ぶのか
q身体動作
◦応答様式、学習の進め方、教具へのアクセス

q表出やコミュニケーション
◦表現の媒体、テクノロジー、ツール

q実行機能
◦行動計画、注意の維持、問題解決、理由づけ、作業
の取りかかり、物事の管理、自己モニタ等



UDL的な発展ーアクセスに留まらない

アクセスする

•学びへのアクセス
を妨げるバリアを
取り除く

積み上げる

•さらに学びやすく
する

自分のものにする

•学習者が自分の学
びに必要なものを
理解して使い、自
己モニタしながら
調整して、学びの
舵取りができる

学習者の主体・成熟小 大



目指すゴールは

学びのエキスパート

いろいろな知識や
学習リソースを

活用できて
方略を使いこな
し、自分の学び
を舵取りする

目的を持ち、
やる気があって



ＵＤＬは技法ではなくフレームワーク
「やりかた」や「テクニック」や「チェックリスト」ではなくて

どのように指導をデザイン・計画するか
考える時のフレームワーク

判断基準

どうしようかなあ？



カリキュラム

• 教科書

• 実物

• デバイス
など

• 講義

• グループワーク

• ディスカッション

• 実験 など

• コース全体

• 単元

• 授業 など

• テスト

• レポート

• プレゼン

• 作品
など 評価 ゴール

教材
方法・
手段



実践例
北海道教育大学 川俣智路



例）心理統計の講義

基礎的な統計の知識、計算方法を学ぶ
１限必修、電卓で計算、期末試験で評価

ハンディキャップの影響
学習習慣が身についていない
数学が苦手、計算ができない・遅い
欠席が多い、寝坊する

原因は多様
→合理的配慮の対象外も
→全てに個別対応は難しい



GOALとWHY

◦卒論で統計を使用できるための、基礎的な知識を獲得する
◦計算より、概念の獲得を目指す

◦統計的な考え方は大学院、あるいは人事関係の仕事でも必要
になるから



◦提示
◦ 2つのスクリーン
◦資料のアップロード
◦板書の提示
◦ Explain Everythingによる解説動画のアップ

◦表現
◦ Kahootの実施
◦大福帳の使用
◦統計アプリの使用

◦取り組み
◦ Kahootによる形成的評価，データ収集
◦遅刻への受け皿
◦出席日数への配慮
◦統計アプリによる苦手感の軽減



大福帳



Kahootを用いた実践

◦クリッカーのような機能を，自分のデバイスを用いて簡易に
でき，結果の集計も自動でできる

◦アンケート
◦ミニクイズの実施
◦前回の振り返りによる形成的評価



事前アンケートやります

http://kahoot.itにアクセスをしてお待ちください
PC、タブレット、スマートフォンでアクセス可能です

デバイスのない方にはお貸ししますので，声をおかけ下さい

http://kahoot.it にアクセス！

後ほどGAME PINが表示されますので，
その数字を入力して下さい

ニックネームは，お好きなもので結構です



形成的評価



統計アプリの導入

◦統計アプリを導入して，計算によるつ
まずき（カリキュラムの障害）を除去
するオプションを用意



Web教材の利用
◦Webに授業の復習動画をアップ
◦理論
◦計算方法
◦テスト対策

◦それぞれのタイミングで利用可能に
◦復習
◦欠席分の補習
◦テスト勉強用に



Explain Everything

まるで横で見て指導
しているように



UDLに取り組んだ結果

◦試験の平均点が15点以上上昇
◦遅刻をする学生が減少
◦家庭学習をする学生が増加
◦単位を落とす学生が10分の１に

◦講義アンケートでも前向きなコメントが



まとめ



UDL

q その都度、多様なニーズにひとつずつ対応しなくても
いい。

q 教員が必ずしもどの学生には何が適切か決めなくても
いい。

q 学生の助けになるだけではなく、学生の自主性を促す
授業実践になる。



UDL

q 学生が自分の学びを主導する（ことを促す）。

q 学生自身が、どう学びたいか、評価の方法などを
提案する（ことを促す）。

q 卒業後の生活と結びつける（大学は、卒業後の姿
が小・中・高より明らかになっている必要がある）。



UDLの実践のヒント

q多様性に気づく

q気づきからデザインへ

q目指すは「学びのエキスパート」
アクセシビリティに留まらない支援

q「意図的」な支援

q学習コミュニティ



◦UDL 学びのユニバーサルデザイン
◦東洋館出版社 2018年

UDLを知るためのリソース



◦わかりたいあなたのための学びのユニバーサルデザイン
（UDL）＜無料＞

UDLを知るためのリソース



UDLを知るためのリソース

CAST UDLガイドライン（無料）
http://udlguidelines.cast.org/more/downloads
“cast UDL guidelines download” で検索

グラフィックオーガナイザー（一覧表） 全文



「1からわかるＵＤＬ」

15分で見られるコンパク
トにまとめられた、わか
りやすいUDLの解説動画
です。

UDLを知るためのリソース



UDL実践者の成長ルーブリック

UDLの実践で教員側の姿勢やすべ
きことを具体的にまとめてある。
ガイドライン表の項目別に、実践
自体の成熟をルーブリックで示し
ており、実践の状態をモニタし、

次のステップを考える上で
教員を支援している。

Novak & Rodriguez, 2018




